
「ならなぎ」 例 会 結 果 報 告 書  

                              報告者：   久賀田 孝雄               

当番班長が作成すること 

日時 
2025年 2月 5日（水） 

 10 時 ～14 時 
天候 

晴れ 

(寒い) 

コース名：  

佐紀盾列コース 

参加者名 

 

23 名 

1班：久賀田、近野、澤井、玉尾（洋）、服部、廣瀬、山口、山田（8名）                              

2班：上森、北川、嶋田、中谷、深江、堀内 （6名） 

3班：山岡、奥山、竹山、寺尾、村上、山下(裕)、吉川、義田、 

玉尾(ひ) （9名）   計 23名 

実習生 1名 

リーダー 

 

 

廣瀬 

上森 

義田 

 

【1班】 

・寒風吹き荒れる中の例会でした。廣瀬さんのあふれるばかりの知識に感心しながらの一日でした。トモエ

カモ、オシドリの群れを見られたのが感激でした。 

・これぞ冬！！という厳しいお天気の中でしたが、歴史や自然のことを詳しく話していただき、とても楽し

かったです。リーダーさん、寒い中お疲れ様でした。豪族の力が強かったこと、初めて知りました。冬鳥の

オシドリやトモエカモ等、観察できて嬉しかったです。ありがとうございました。 

・大変詳しい案内でした。このコースで伝えたいことが軸になればもっとよい案内になると思います。 

・非常に寒い日でしたが説明がわかりやすく、水上池で多くの水鳥を見る事ができて有意義な一日でした。

ありがとうございました。 

・今日は寒いの一言です。リーダーさんの説明は立て板に水の如くていねいでしたが、寒くて十分に聞けな

くてすみませんでした。 

・寒い中でしたが最後まで楽しく巡ることができて良かったです。 

・寒い風の中でご苦労様でした。リーダーさんその中で詳しい説明ありがとうございました。 

・本当に寒い日でした。リーダーさん、みなさん方の表情も見ながら分かりやすい説明で引き出しの多さに

感心しました。水上池での冬鳥の観察も深江さんの単眼鏡で見させていただきました。双眼鏡を持ってくれ

ば良かったと反省です。 

 

【2班】 

・厳しい寒さの例会。冬の樹木はさびしい。また、成務天皇の周囲も多くが切られてしまった。冬鳥も見ら

れて楽しめた。リーダーの軽妙な説明、ありがとうございました。 

・ともかく寒い日でした。風が吹くと、リーダーをさせていただいていましたが口が凍りつき、つい省略し

てしまいました。昼食はもう少し風をよけれる場所を 

さがした方がよかったかも。寒い中最後まで聞いていただきありがとうございました。 

・久しぶりに上森さん、北川さんのコンビがそろい、楽しい一日でした。こんなことがあればならなぎをや

められないです。 

・久々の参加でしたがとてもわかりやすい詳しい説明に感動しました。 

・流暢なお話しぶりでとても楽しい案内でした。話術も大事だと思いました。 

・とに角寒かった。トモエカモが見られて良かった。リーダーの案内は丁寧だった。 

・（実習生）はじめて平城宮跡を訪れました。楽しい案内でした。 

 

【3班】 

・毎回思うのですが、義田リーダーの素晴らしい解説に今回も魅了されました。天候は雪混じりで 

 最悪でしたが、良い経験になりました。 

・詳しい解説ありがとうございました。厳寒の中の例会でしたが、中身の濃い一日を過ごせました。 

・豊富な資料と適確な説明でとても勉強になりました。強風にも雪にも負けず、時々だじゃれで、和やかな 

 雰囲気をかもしだし、楽しい例会になりました。ありがとうございました。 



・義田リーダーの丁寧なご説明と豊富な資料で勉強になりました。寒い中、ありがとうございました。 

・寒くて、風の強い日だったのですが、最後まで到着できて安堵しました。 

 リーダーのつたない話を、我慢強く聞いてくださりありがとうございました。 

・どの解説も興味深く、勉強になりました。とくに木簡を使った後、削って使い、また削って最後 

ペラペラになった木簡はどうするの？糞ベラにします！のお話は、最高でした。 

 

【1班】 

 いつもこのコースは自然豊かで、歴史の勉強にもなり好きなコースです。リーダーさんの廣瀬さんの楽し

い案内でした。新しいコースでしたが、佐紀古墳群には五社神古墳は欠かせないものだと思います。 

【2班】 

 今日は雪もちらつく寒い日でした。昼食場所を考えた方がいいかと思います。 

【3班】 

寒い一日で、参加者は少ないだろうとの予想は当たらず、3班はいつも通りの人数でした。 

義田リーダーの解説は期待通りの中身の濃さで、皆真剣にメモを取っていました。 

知識を得る喜びは、冷たい風にも負けないのですね。 

 

① 朝礼で各班長が出欠確認、終礼で感想聴取を済ませ例会日誌作成。 

② 終礼直後、例会日誌を当番班長＆導入担当（中谷）にメール送信。 

③ 当番班長は例会日誌をもとに例会結果報告書（当書式）を作成、 

代表・事務局（玉尾）あてに送信。 

④ 事務局は年間出席簿を記録保管。 

⑤ 事務局は開示処理をする。 

 


